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性ホルモン処理によるヒラメの性分化誘導

および餌料の違いによる性比の変動

大野手日憲

はじめに

ヒラメは養殖対象種として近年注目され，本県にお

いても生産量，事業体数ともに増加している。ヒラメ

は雌雄によって成長が異なり，雌は雄に比べ成長が速

いことが知られている。) 従って全雌種苗を作出する

ことにより養殖生産の効率化を進めることができるた

め，最近これらの研究が行われている。

現在，全雌穫苗作出の方法として染色体操作と性ホ

ルモン処理があるが，前者についてはピラメの性決定

機構は未だ解明されていないため，結果が安定しない

ことが多く，雌性発生 2倍体においても雄が出現する

など問題がある。一方，性ホルモン処理は，エストラ

ジオール17-s処理が雌の比率を高めることが知られ

ており，現状では有効と思われる。そこで性ホルモン

処理について実験を行った。

また，ヒラメ仔稚魚、に配合飼料を投与することによ

り性比が変動することが知られている。そこで餌料を

変えてヒラメの飼育を行い，若干の宮口見を得たのでこ

こに報告する。

1.性ホルモン処理による性分化誘導試験

材料と方法

1 )供試魚と飼育方法

供試魚は1988年4月21日に千葉県水産試験場為天然

親魚を用い搾出法で得た受精卵をふイヒさせたものであ

表 1 性ホルモン処理方法

試験区 性 ホ ル モ ン

1医 無 処 理

2区 メチルテストステロン

3区 メチルテストステロン

4区 エストラジオール17-s
5区 エストラジオール17ーβ

る。ふ化仔魚、は500eポリカーボネート製円形水槽に収

容し，シオミズツボワムシ，アルテミア幼生を給餌し

て35日間飼育した。ふ化後初日の供試魚を200eのポリ

カーボネート製水槽 5槽に400尾ずつ収容し，試験、を

開始した。

2)ホルモン処理方法

ホルモン処理の内容については表 1に示した。

雄性ホルモンとしてメチルテストステロン，雌性ホ

ルモンとしてエストラジオール17-sを用い 5試験

区を設けた。

ホルモン処理は前期(ふ化後36-85日)は浸i責法，後

期(ふ化後86-137日)は経口投与法により行った。

浸漬処理はメチルテストステロン100μg/eまたはエ

ストラジオール17-s 20j1g/eを飼育水に添加し1日2時

間行った。経口投与はメチルテストステロン50j1g/g

またはエストラジオール17-s 10μ:g/gを配合飼料に

添加し行った。

試験区は 1区:無処理区 2区:メチJレテストステ

ロン浸i責処理(ふ化後36-85日)， 3区.メチルテスト

ステロン浸漬処理(ふ化後36-85日)十経口投与(ふ化

後86-137日)， 4区田エストラジオール17-s浸漬処

理(ふ化後36-85日)， 5区:エストラジオール17一戸

経口投与(ふ化後86-137日)である。

， 3)性別判定

ホルモン処理終了後，配合飼料で飼育を続け，ふ化

後185日に全数の雌雄を調べた。判定は解剖による生

殖腺形態の観察と酢酸カーミンで染色した生鮮標本の

方法 濃度 期 間

浸漬 100μg/e ふ化後36-85日

浸漬 100μg/e 36-85日

経口投与 50μg/g 86-137日

浸漬 zO/tg/e 36-85日

経口投与 10μg/g 86-137日
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図1 性ホルモン処理を行ったヒラメの成長

。1区， 0:2k:，・ 3区，ム:41メ，
.... : 5区のヒラメの半均全長

顕微鏡観察により行った。

結果と考察

各試験区の成長と生残を図1，2に示した。生残率は

無処理のl区で25 ， 0% に比べ，ホルモン処理した2~5

区で5.5~12.5% と低かった。特に高濃度のメチルテ

ストステロン処理を行った2，3区では影響が強く現れ

た。

メチルテストステロン処理を行った試験区の雄の出

現率は2，3区でそれぞれ96，2%，77.8%と無処理のl区

の91.0%に比べ2区で高く， 3区で低かった。メチルテ

ストステロン浸漬処理の場合， 1~10ppbで100% の雄，

50~ 100ppbで雄の比率が低下した例，また100.ug/gの

経口投与で100%雌になった例が報告されている。

メチルテストステロン処理を行う場合，濃度過剰で

は雄の比率が低下する。このことから今回の試験では

浸漬，経口投与ともに濃度過剰であったと考えられる。

エストラジオール17-s処理を行った4，5区の雌の

表2 性ホルモン処理を行ったヒラメの性比

試験区 伺体数 ♂:♀% 

1区 100 91.0: 9.0 
2区 26 96.2: 3.8 
3区 18 77.8: 22.2 
4区 43 27.9: 72.1 
5区 41 17.1: 82.9 
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図2 性ホルモン処理を行ったヒラメの生残率の推移

。1区，白 215(， .: 315(， 6.: 4区τ

.... : 5区のヒラメの生残率

出現率はそれぞれ72.1%，82.9%と無処理の1区の9，0

%に比べはるかに高かった。また4，5区の雌のそれぞ

れ58%，59%に卵巣形態に異常が認められた。卵巣の

後方への伸長が認められず，生殖細胞も未熟で数が少

なかった。

他の報告では，ふ化後1l~59日にエストラジオール

17-ßO.l~50.ug/e浸i責処理により対照区の 0% に対

l， 5.6一日 .3% の雌を得たば:ふ化後31~95日の問
10，ug/eの浸漬処理により対照区の48%に対し， 100% 

の雌を得た的まある。経口投与については同/g以上

で100%雌になった例》報告されている。

今回の結果からエストラジオール17-sの雌性化に

おける有効性が示された。また経口投与法は浸i責法に

比べ，雌の出現率の高いことや取扱いの簡便さからよ

り有利な方法であると考えられる。このことからエス

トラジオール17-sの経口投与が雌性化に最も有効で

あると考えられる。

2.配合飼料投与の性比に与える影響に関する試験

材料と方法

1 )供試魚と飼育方法

性ホルモン処理による性分化誘導試験に用いたもの

と同一群を供試魚、とし，同様の方法で35日間飼育した。

ふ化後36日に供試魚、を200eポリカーポネート製水槽に

400尾ず、つ収容し，試験を開始した。

2)給餌方法
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表 3 配合飼料投与試験試験区

試験区 事耳 料

ふ化後

l区 西日 メ口込 飼 キヰ 36日

2区 アルテミ ア
、、、 ン チ 50B 
イカナゴ・イワシ

3区 112 メ口込 飼 料

アルテミ ア
、、 ン チ 50日
イカナゴ イワシ

O~ 36 86 137 
ふ化後 H 数

187 days 

図3 配合飼料を投与したヒラメの成長。1区，企 2区，・ 31孟の、ヒラメの平均全長

給餌方法を表3に示した。配合飼料，生物餌料死

餌で飼育してそれぞれの餌料による性比を調べるため

次の 3試験区を設けた。 l区・配合飼料区;配合飼料

のみ 2区:生物餌料 死餌区，アルテミア幼詐・養

成アルテミ 7・ミンチ イカナゴ・イワシ 3伝:混

合区，配合飼料・生物餌料・死餌の混合投与である。

3 )性別判定

ふイヒ後187日に性ホルモン処理による性分化誘導試

験と河様の方法で行った。

結果と考察

各区の成長と生残を図3，4に示した。性別判定時の

生残率は1，2，3区でそれぞれ33，0%，16，5%， 20，0% 

と2，3区で低かった。これは飼育期間中の共食いが2，3

区で激しく，そのために生残率が低下したものと思わ

れる。
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配合飼料を投与したヒラメの生残率の推移

0: 1区，企 2区，・ 31ヌのヒラメの生残率

性別判定の結果を表41こ示した。雌の出現率は1，2，3

医でそれぞれ52，1%，6，1%， 54，8%と配合飼料無投

'与の 2区で低かった。このことから配合飼料の投与が

雌の比率を高めたものと考えられる。また生殖腺の形

態奥常は認められなかった。

他にも配合飼料の投与によりヒラメ正常発生群の雄

の出現率が64，3%から 0%になり，また56，0%の生殖

腺の形態異常が認められたば)が報告されている。

表 4 配合飼料を投与したヒラメの性比

試験区 個体数 ♂:♀% 

1区 132 47，9: 52，1 

2区 66 93，9: 6，1 

3区 80 45，2: 54，8 
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今回の試験の結果，配合飼料の投与が雌の比率を高

めることが認められた。このことはヒラメ種苗生産に

おける性比の偏り古唱耳料に起因する可能性を示してい

る。ヒラメ全雌種苗作出のためには，餌料の選定に注

意する必要があるだろう。

要 約

1 )ヒラメ稚仔魚を雄性ホルモン(メチルテストステ

ロン)，雌'1主ホルモン(エストラジオール17-s) 

で処理し，性分化誘導を試みた。

2)その結果，無処理区の雄日1.0%に対L，雄性ホJレ

モン区で雄77.8-96.2%，雌f生ホルモン区で雌

72.1-82.9%であった。また雌性ホルモン区の雌

の卵巣に形態異常が見られた。"

3 )以上の結果から性ホルモン処理の有効性が示され

た。

4) ヒラメ稚仔魚を異なる餌料で飼育し，性比を調べ

た。

5)配合飼料投与区では雌が52.1-54.8%と配合飼料

無投与区の雌6.1%に比べ雌の比率が高まった。

6)配合飼料の投与が雌の比率を高めるのに有効であ

ることが示された。
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